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2018 年度決算について 
2019 年 6 月 14 日 

あいの風とやま鉄道株式会社  

 

１ 決算概要 

あいの風とやま鉄道株式会社の 2018 年度当社決算は最終利益額が７，４５１千

円で５期連続の黒字を計上することができました。 

   営業損益は１４８百万円の赤字で、前年度を９９百万円下回りました。 

   経常損益では１７４百万円の赤字ですが、受託事業収益が大きかったこと等に

より、前年度より１０百万円の改善となっています。 

   県からの経営安定基金の運営費補助金（２８４百万円）の交付を受け、最終的

には黒字を確保することができました。 

 

2018 年度決算額と過去の推移            （単位：百万円） 

  区 分 2018 年度 2017 年度 対前年度比  

営業収益 ５，５９３ ５，６５７ △６４ 

営 業 費 ５，７４１ ５，７０６  ３５ 

営業損益 △１４８ △４９ △９９ 

経常損益 △１７４ △１８４ １０ 

税引前利益 １４１ ３９ １０２ 

純利益(税引後） ７ ９ △２ 

総資産額 11,773 15,584 △3,811 

 

２ 内訳等 

（１）営業収益 

営業収益においては運賃収入等が好調(30 百万円増)だった一方で、貨物線路

使用料が大きく減ったことにより６４百万円の減少となりました。 

線路使用料の減少は前年比９３百万円近くとなっていますが、この理由として

は、暖冬により除雪経費が減少したため対象経費が少なくなったことや全国的

に多発した豪雨・台風や北海道での大雪等の影響でＪＲ貨物の輸送量が減少し

ていること等が上げられます。 

その他の関連事業や不動産関係の収入は順調に推移しています。 

（２）営業費用 

営業費は、前期から 35 百万円の増加となっています。 

増加した費用としては、車両修繕引当金への繰入額２.８億円が上げられます。

車両検査費用の年度間差額を平準化する目的で導入したものですが、導入初年度

となる今回決算では、前回の検査年度からの経過期間分も引き当てる必要がある

ため金額が大きくなりました。 

その他、減価償却費、固定資産税等も開業以来の投資額の増加に伴い増加して

います。 

一方で、除雪費が１億円以上の減少となっている他、検査対象車両が少なかっ

たため車両修繕費も大きく減少しています。 
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（３）営業損益 

   上記の結果、営業損益は１４８百万円の赤字となり、前期より９９百万円、赤

字額が大きくなっています。 

（４）営業外収支 

 今年度は受託工事収入が１７億円と前年度に比べ１３億円の増加となって

います。これは石動駅周辺整備事業に伴う受託額が大きかったことによるもの

です。 

 その他、昨年度に引き続き、繰延資産償却を行っています。 

(償却額 189 百万円) 

（５）経常損益 

受託工事収支差額が大きかったことから、経常損益は１７４百万円の赤字で、

前期より１０百万円、赤字額が減少しています。 

（６）特別利益等 

県経営安定基金からは、合計４.６億円が補助されています。 

   今年度はそのうち１７６百万円が利用者の利便性向上のための施設整備等に

対してのものであり、２８４百万円が運賃抑制・ライナー費用に対してのものと

なっています。 

   この他、新指令システムの整備や富山駅高架化施設整備のための補助金等が

交付されています。 

  工事負担金としては、９４億円が算入されています。 

内訳は次のとおりとなっています。 

・富山駅高架施設 ９２．３億円（対富山県 2019 年３月供用開始） 

・石動駅周辺整備  １．７憶円（対小矢部市 2018 年 11 月供用開始） 

  施設整備関係の補助金・工事負担金は、基本的に圧縮処理を行っています。 

（７）純利益 

  県経営安定基金補助金の交付等により、税引前利益は前期を１億円以上上回る

１４１百万円となっています。 

  今期は、車両修繕引当金が税務上は費用と認められないこと等から、法人税等

の額が大きくなるため、税引後の純損益は７百万円となりました。 

（８）総資産額等 

富山駅高架関係資産を中心に、２014 年度以来、建設仮勘定に計上していた資

産の資産化とその圧縮処理を行ったため、総資産額は前期比３，８１１百万円の

減少となり、１１，７７３百万円となっています。 
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